
(57)【要約】

【課題】　ＴＦＴ駆動型ＬＣＤであって、ゲートとドレ

インとの間の寄生容量の偏差を抑制すること。

【解決手段】　本発明は、絶縁基板、この絶縁基板の上

に形成されたゲートライン、ゲートラインの上に形成さ

れた活性層、上記絶縁基板の上に形成され、上記ゲート

ラインに略垂直に延伸するソースライン、画素電極、お

よびこの画素電極に接続され、上記活性層と上記ゲート

ラインの重複領域を横切って延伸するドレインラインを

含み、上記ゲートラインは、第１幅部分及び第２幅部分

を含み、第１幅部分は、第２幅部分より狭く、上記ドレ

インラインに重なるようにされたＴＦＴ駆動型液晶ディ

スプレイを提供する。

【選択図】　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 絶 縁 基 板 と 、
　 前 記 絶 縁 基 板 の 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト ラ イ ン と 、
　 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン の 上 に 形 成 さ れ た 活 性 層 と 、
　 前 記 絶 縁 基 板 の 上 に 形 成 さ れ 、 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン に 対 し て 垂 直 に 延 伸 す る ソ ー ス ラ イ ン
と 、
　 画 素 電 極 と 、
　 前 記 画 素 電 極 に 接 続 さ れ 、 前 記 活 性 層 と 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン と の 重 複 領 域 を 横 切 っ て 延 伸
す る ド レ イ ン ラ イ ン と 、 を 含 み 、
　 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン は 、 第 １ 幅 部 分 と 第 ２ 幅 部 分 と を 含 み 、 前 記 第 １ 幅 部 分 が 、 前 記 第 ２
幅 部 分 よ り 狭 く 、 か つ 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン に 重 な る よ う に さ れ た 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン が 少 な く と も １ つ の 延 伸 領 域 を 有 し 、 及 び こ の 延 伸 領 域 が 前 記 活 性
層 と 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン と の 重 複 領 域 の 上 に 延 伸 し て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ
イ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン を 横 切 っ て 延 伸 す る 前 記 ソ ー ス ラ イ ン が 、 前 記 活 性 層 と 前 記 ゲ ー ト ラ
イ ン と の 重 複 領 域 の 上 に 延 伸 し て い る 延 伸 領 域 を 有 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ
イ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン が 、 前 記 ソ ー ス ラ イ ン の 延 伸 領 域 の 一 方 の 側 部 に 形 成 さ れ 、 前 記 活
性 層 と 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン と の 重 複 領 域 の 上 に 延 伸 し て い る 少 な く と も １ つ の 延 伸 領 域 を 有
す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン が 、 前 記 ソ ー ス ラ イ ン の 延 伸 領 域 の 一 方 の 側 部 に 延 伸 領 域 が ２ つ 形
成 さ れ 、 こ の ２ つ の 延 伸 領 域 が 前 記 活 性 層 と 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン の 重 複 領 域 の 上 に 延 伸 し て
い る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン が 、 前 記 第 １ 幅 部 分 と 前 記 第 ２ 幅 部 分 の 一 部 分 の 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー
ト 電 極 を 含 む 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ソ ー ス ラ イ ン の 延 伸 領 域 が 、 ソ ー ス 電 極 で あ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ
。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン の 前 記 第 １ 幅 部 分 に 重 な る 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン の 領 域 が 、 ド レ イ ン 電
極 と し て 機 能 す る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ド レ イ ン ラ イ ン が 、 前 記 活 性 層 と 前 記 第 １ 幅 部 分 の 重 複 領 域 の 境 界 を 越 え て 延 伸 す
る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 デ ィ ス プ レ イ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 デ ィ ス プ レ イ （ Ｌ Ｃ Ｄ ） に 関 し 、 特 に 、 ゲ ー ト と ド レ イ ン と の 間 の 寄 生
容 量 （ 以 下 「 ゲ ー ト ‐ ド レ イ ン 寄 生 容 量 」 と い う 。 ） を 減 少 し 、 ゲ ー ト － ド レ イ ン 寄 生 容
量 の 変 化 を 抑 え る こ と が で き る Ｔ Ｆ Ｔ 駆 動 型 Ｌ Ｃ Ｄ の 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 、 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ （ Ｔ Ｆ Ｔ ） を 能 動 素 子 と し て 含 む Ｔ Ｆ Ｔ 駆 動 型 Ｌ Ｃ
Ｄ （ 以 下 「 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ 」 と す る 。 ） １ ０ の 平 面 図 で あ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ １ ０ は 、 絶
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縁 基 板 （ 不 図 示 ） に 水 平 に 設 置 さ れ た ゲ ー ト ラ イ ン １ １ を 含 む 。 ゲ ー ト ラ イ ン １ １ は 、 ゲ
ー ト 電 極 １ ２ と し て 機 能 す る 突 出 領 域 を 有 す る 。 ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン な ど か ら 構 成 さ れ
た 活 性 層 １ ３ は 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ の 上 に 形 成 さ れ る 。 ソ ー ス ラ イ ン １ ４ は 、 ゲ ー ト ラ イ ン
１ １ を 垂 直 に 横 切 っ て 延 伸 し 、 ソ ー ス 電 極 １ ５ と し て 機 能 す る 突 出 領 域 を 有 す る 。 ド レ イ
ン ラ イ ン １ ６ は 、 画 素 電 極 １ ８ に 接 続 さ れ 、 ゲ ー ト ラ イ ン １ １ に 並 行 し て 延 伸 し 、 ド レ イ
ン 電 極 １ ７ を 有 す る 。 ソ ー ス 電 極 １ ５ と ド レ イ ン 電 極 １ ７ は 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ の 相 対 す る
両 側 に そ れ ぞ れ 重 複 す る 。 画 素 電 極 １ ８ は 、 通 常 、 例 え ば 、 イ ン ジ ウ ム ス ズ 酸 化 物 （ Ｉ Ｔ
Ｏ ） と 酸 化 イ ン ジ ウ ム 亜 鉛 （ Ｉ Ｚ Ｏ ） な ど の 良 好 な 導 電 率 を 有 す る 透 明 導 電 材 料 よ り 構 成
さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー の プ ロ セ ス 中 、 Ｔ Ｆ Ｔ の 形 成 プ ロ セ ス で 生 じ た 機 械 的 変 動 （ ｍ ｅ
ｃ ｈ ａ ｎ ｉ ｃ ａ ｌ 　 ｖ ａ ｒ ｉ ａ ｎ ｃ ｅ ） に よ っ て も た ら さ れ た マ ス ク の 偏 差 が ソ ー ス 電 極
１ ５ ／ ド レ イ ン 電 極 １ ７ と 、 ゲ ー ト 電 極 １ ２ の 重 複 領 域 の 変 化 を 招 き 、 そ れ に 伴 っ て ゲ ー
ト － ソ ー ス 寄 生 容 量 （ 以 下 Ｃ Ｇ Ｓ と 略 記 す る ） と ゲ ー ト － ド レ イ ン 寄 生 容 量 （ 以 下 Ｃ Ｇ Ｄ

と 略 記 す る ） が 変 化 す る 。 図 ２ は 、 Ｌ Ｃ Ｄ の 輝 度 に 対 す る Ｃ Ｇ Ｄ の 影 響 を 説 明 す る Ｔ Ｆ Ｔ
－ Ｌ Ｃ Ｄ の 画 素 ユ ニ ッ ト の 等 価 回 路 ２ ０ を 表 し て い る 。 図 ２ で は 、 Ｇ は ゲ ー ト 電 極 を 意 味
し 、 Ｓ は ソ ー ス 電 極 を 意 味 し 、 Ｄ は ド レ イ ン 電 極 を 意 味 し 、 Ｃ Ｌ Ｃ は 液 晶 容 量 を 意 味 し 、
Ｃ Ｓ は 蓄 積 容 量 を 意 味 す る 。 ２ つ の 容 量 Ｃ Ｌ Ｃ と Ｃ Ｓ は 、 画 素 電 極 Ｐ と 共 通 電 極 Ｃ と の 間
で 並 行 に 接 続 さ れ る 。 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ が オ ン に さ れ た 時 、 ゲ ー ト 電 極 Ｇ に 、 比 較 的 高 い 電
圧 Ｖ Ｇ Ｈ が 提 供 さ れ 、 そ の 結 果 、 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 全 電 荷 Ｑ １ と 画 素 Ｐ の 電 圧 Ｖ Ｐ １ 間 の
関 係 は 、 以 下 の 式 で 表 さ れ る 。
　 　 Ｑ １ ＝ Ｃ Ｇ Ｄ （ Ｖ Ｐ １ － Ｖ Ｇ Ｈ ） ＋ （ Ｃ Ｌ Ｃ ＋ Ｃ Ｓ ） （ Ｖ Ｐ １ － Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ ） ． ． ． （
１ ）
（ Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ は 、 共 通 電 極 の 電 圧 を 意 味 す る 。 ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 逆 に 、 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ が オ フ に さ れ た 時 、 ゲ ー ト 電 極 Ｇ は 、 比 較 的 低 い 電 圧 Ｖ Ｇ Ｌ を 提
供 さ れ 、 Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 全 電 荷 Ｑ ２ と 画 素 Ｐ の 電 圧 Ｖ Ｐ ２ と の 間 の 関 係 は 、 以 下 の 式 で
表 さ れ る 。
　 　 Ｑ ２ ＝ Ｃ Ｇ Ｄ （ Ｖ Ｐ ２ － Ｖ Ｇ Ｌ ） ＋ （ Ｃ Ｌ Ｃ ＋ Ｃ Ｓ ） （ Ｖ Ｐ ２ － Ｖ Ｃ Ｏ Ｍ ） ． ． ． （
２ ）
で 表 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 電 荷 保 存 則 に よ り 、 式 （ １ ） と （ ２ ） か ら 得 ら れ た Ｑ １ と Ｑ ２ は 、 Ｑ １ ＝ Ｑ ２ の 関 係 か
ら 、 以 下 の 式 が 得 ら れ る 。
　 　 Δ Ｖ Ｐ ≡ Ｖ Ｐ １ － Ｖ Ｐ ２ ＝ （ Ｖ Ｇ Ｈ － Ｖ Ｇ Ｌ ） （ Ｃ Ｇ Ｄ ／ Ｃ Ｃ Ｌ ＋ Ｃ Ｃ Ｓ ＋ Ｃ Ｇ Ｄ ）
． ． ． （ ３ ）
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 式 （ ３ ） に 表 さ れ る よ う に 、 い わ ゆ る フ ィ ー ド ス ル ー 電 圧 、 Δ Ｖ Ｐ は 、 Ｃ Ｇ Ｄ に よ っ て
決 ま る 。 Ｌ Ｃ Ｄ の 輝 度 が 画 素 Ｐ の 電 圧 を 調 整 す る こ と に よ っ て 制 御 さ れ る こ と か ら 、 Ｌ Ｃ
Ｄ の 輝 度 は 、 機 械 変 異 に よ っ て 生 じ た Ｃ Ｇ Ｄ の 偏 差 に よ る 輝 度 の 不 均 一 な 現 象 を 出 し 、 深
刻 な 場 合 、 い わ ゆ る “ ム ラ ” 現 象 が 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 の 問 題 に 加 え 、 実 効 電 圧 が 一 つ の 電 界 か ら 次 の 電 界 に 変 わ る 時 の 過 度 の Ｃ Ｇ Ｄ に よ
り 、 Ｌ Ｃ Ｄ の ち ら つ き が 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ゲ ー ト － ド レ イ ン 寄 生 容 量 が 増 加 さ れ た 時 、 ゲ ー ト ラ イ ン の 時 定 数 は 、 そ れ に 伴 っ て 増
加 さ れ る 。 結 果 、 駆 動 側 か ら も う １ つ の 離 れ た 側 に 向 け て 高 電 圧 か ら 低 電 圧 に 動 か し た 時
、 ゲ ー ト 電 圧 の 遅 延 が 生 じ 、 離 れ た 側 の 隣 接 領 域 は 、 「 再 書 き 込 み （ ｒ ｅ ｗ ｒ ｉ ｔ ｉ ｎ ｇ
） 」 が 生 じ る 。 再 書 き 込 み の 意 味 は 、 既 定 の 水 平 周 期 に 隣 接 す る 水 平 周 期 の デ ー タ （ す な
わ ち 、 ド レ イ ン 電 位 ） が 既 定 周 期 で 書 き 込 ま れ 、 既 定 画 素 の 電 位 が シ フ ト す る こ と を 意 味
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す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト 電 圧 が 高 電 圧 か ら 低 電 圧 に 切 り 換 え ら れ た 時 、 Ｔ Ｆ Ｔ
の 寄 生 容 量 が 、 式 （ ３ ） に 表 さ れ た よ う に 、 画 素 電 極 の 電 圧 を Δ Ｖ Ｐ に 降 下 さ せ る 。 そ し
て 、 Δ Ｖ Ｐ の 増 加 時 、 ソ ー ス 電 極 と ド レ イ ン 電 極 間 の 電 圧 差 も 増 加 す る 。 よ っ て 、 ゲ ー ト
電 圧 が 駆 動 側 か ら も う １ つ の 隔 置 側 に 向 け て 高 電 圧 か ら 低 電 圧 に 切 り 換 え ら れ た 時 、 ゲ ー
ト 電 圧 の 遅 延 に よ っ て も た ら さ れ た 再 書 き 込 み が よ り 容 易 に 生 じ る 。 式 （ ３ ） に 表 さ れ た
よ う に 、 Δ Ｖ Ｐ は 、 Ｃ Ｇ Ｄ と 密 接 な 関 係 を 持 つ 。 Ｃ Ｇ Ｄ の 減 少 時 、 Δ Ｖ Ｐ も そ れ に 伴 っ て
減 少 さ れ る 。 こ の 理 由 に よ り 、 再 書 き 込 み は 、 Ｃ Ｇ Ｄ の 減 少 に よ り 抑 制 さ れ う る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 を 鑑 み て 、 ゲ ー ト － ド レ イ ン 寄 生 容 量 を 減 少 し 、 ゲ ー ト － ド レ イ ン 寄 生 容 量 の 偏 差
を 抑 制 す る こ と が で き る Ｌ Ｃ Ｄ の 構 造 を 提 供 す る こ と が 望 ま し い 。
【 特 許 文 献 １ 】 米 国 特 許 第 ５ ０ ９ ７ ２ ９ ７ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ２ 】 米 国 特 許 第 ５ ４ １ ４ ２ ８ ３ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ３ 】 米 国 特 許 第 ６ ０ １ １ ６ ０ ０ 号 明 細 書
【 特 許 文 献 ４ 】 米 国 特 許 出 願 公 開 第 ２ ０ ０ ４ ０ ０ ８ ０ ６ ８ １ 号 明 細 書
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ゲ ー ト － ド レ イ ン 寄 生 容 量 の 偏 差 を 抑 制 す る こ と が で き る Ｌ Ｃ Ｄ を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の Ｌ Ｃ Ｄ を 提 供 す る 。 す な わ ち 、 当 該 Ｌ Ｃ Ｄ は 、 絶 縁 基 板 、 こ の 絶 縁 基
板 の 上 に 形 成 さ れ た ゲ ー ト ラ イ ン 、 こ の ゲ ー ト ラ イ ン の 上 に 形 成 さ れ た 活 性 層 、 上 記 絶 縁
基 板 の 上 に 形 成 さ れ 、 上 記 ゲ ー ト ラ イ ン に ほ ぼ 垂 直 に 延 伸 す る ソ ー ス ラ イ ン と 、 画 素 電 極
に 接 続 さ れ 、 上 記 活 性 層 と 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン の 重 複 領 域 を 横 切 っ て 延 伸 す る ド レ イ ン ラ イ
ン を 含 み 、 上 記 ゲ ー ト ラ イ ン は 、 第 １ 幅 部 分 と 第 ２ 幅 部 分 を 含 み 、 第 １ 幅 部 分 は 、 第 ２ 幅
部 分 よ り 狭 く 、 上 記 ド レ イ ン ラ イ ン に 重 な る よ う に さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 Ｌ Ｃ Ｄ を 提 供 す る 。 Ｌ Ｃ Ｄ は 、 絶 縁 基 板 、 前 記 絶 縁 基 板 の 上 に 形 成 さ れ た ゲ
ー ト ラ イ ン 、 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン の 上 に 形 成 さ れ た 活 性 層 、 前 記 絶 縁 基 板 の 上 に 形 成 さ れ 、
前 記 ゲ ー ト ラ イ ン を 横 切 っ て 延 伸 し 、 延 伸 領 域 を 有 す る ソ ー ス ラ イ ン と 、 画 素 電 極 に 接 続
さ れ 、 前 記 活 性 層 と 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン の 重 複 領 域 を 横 切 っ て 延 伸 し 、 前 記 ソ ー ス ラ イ ン ン
の 延 伸 領 域 の 一 方 側 の 上 に 形 成 さ れ た 少 な く と も １ つ の 延 伸 領 域 と 前 記 活 性 増 と 前 記 ゲ ー
ト ラ イ ン の 重 複 領 域 を 有 す る ド レ イ ン ラ イ ン を 含 み 、 前 記 ゲ ー ト ラ イ ン は 、 第 １ 幅 部 分 と
第 ２ 幅 部 分 を 含 み 、 前 記 第 １ 幅 部 分 の 部 分 は 、 前 記 第 ２ 幅 部 分 よ り 狭 く 、 前 記 ド レ イ ン ラ
イ ン に 重 な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は 、 機 械 の 不 正 確 な 位 置 合 わ せ に よ っ て 生 じ た ゲ ー ト － ド レ イ ン 寄 生 容 量 の 偏 差
を 抑 制 す る こ と が で き る Ｌ Ｃ Ｄ を 提 供 す る こ と で 異 な る Ｌ Ｃ Ｄ 領 域 の 輝 度 の 不 均 一 な 現 象
を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 Ｌ Ｃ Ｄ は 、 減 少 さ れ た ゲ ー ト － ド レ イ ン 寄 生 容 量 を 有 す る た
め 、 画 面 の ち ら つ き を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に つ い て の 目 的 、 特 徴 、 長 所 が 一 層 明 確 に 理 解 さ れ る よ う 、 以 下 に 実 施 形 態 を 例
示 し 、 図 面 を 参 照 に し な が ら 、 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い た Ｌ Ｃ Ｄ の 平 面 図 で あ る 。 Ｌ Ｃ Ｄ ３ ０ で は 、 ゲ ー ト ラ

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-264608 A 2007.10.11



イ ン ３ １ は 、 絶 縁 基 板 （ 不 図 示 ） の 上 に 形 成 さ れ る 。 図 に 示 す よ う に 、 ゲ ー ト ラ イ ン ３ １
は 、 第 １ 幅 部 分 及 び 第 ２ 幅 部 分 を 有 し 、 第 １ 幅 部 分 は 、 第 ２ 幅 部 分 よ り 狭 い 。 活 性 層 ３ ３
は 、 第 １ 及 び 第 ２ 幅 部 分 の 上 に 形 成 さ れ る 。 ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ は 、 第 １ 及 び 第 ２ 幅 部 分 と
活 性 層 ３ ３ と の 重 複 領 域 上 の ゲ ー ト 電 極 を 有 す る 。 ソ ー ス ラ イ ン ３ ４ は 、 絶 縁 基 板 の 上 に
形 成 さ れ 、 ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ に 対 し て 略 垂 直 に 延 伸 し 、 ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ を 横 切 り 、 ソ ー
ス 電 極 ３ ５ と し て 機 能 す る 活 性 層 ３ ３ の 上 に 延 伸 領 域 を 有 す る 。 ド レ イ ン ラ イ ン ３ ６ は 、
ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ に ほ ぼ 垂 直 に 延 伸 し 、 活 性 層 ３ ３ の 重 複 領 域 と ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ の 第 １
幅 部 分 と を 横 切 る 。 ド レ イ ン ラ イ ン ３ ６ は 、 活 性 層 ３ ３ の 上 に 位 置 さ れ た ド レ イ ン 電 極 ３
７ を 有 し 、 画 素 電 極 ３ ８ に 接 続 さ れ る 。 チ ャ ネ ル 領 域 ３ ９ は 、 活 性 層 ３ ３ 内 の ソ ー ス 電 極
３ ５ と ド レ イ ン 電 極 ３ ７ の 間 に 定 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 ド レ イ ン ラ イ ン ３ ６ が 活 性 層 ３ ３ と ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ の 重 複 領 域 の
上 方 、 若 し く は 重 複 領 域 の 境 界 を 越 え て 延 伸 す る こ と か ら 、 フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ ー の プ ロ
セ ス で 照 準 ミ ス が 生 じ た 時 で も ゲ ー ト ラ イ ン ／ ゲ ー ト 電 極 ３ １ ／ ３ ２ と ド レ イ ン ラ イ ン ／
ド レ イ ン 電 極 ３ ６ ／ ３ ７ の 重 複 領 域 の 領 域 は 、 変 化 し な い 。 よ っ て 、 Ｃ Ｇ Ｄ は 変 化 せ ず 、
不 均 一 な 輝 度 が 防 げ ら れ る 。 ま た 、 ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ が 比 較 的 狭 い 幅 の 第 １ 幅 部 分 を 有 し
、 ド レ イ ン ラ イ ン ３ ６ が 第 １ 幅 部 分 に 重 な り 、 ゲ ー ト ラ イ ン ／ ゲ ー ト 電 極 ３ １ ／ ３ ２ 、 活
性 層 ３ ３ と 、 ド レ イ ン ラ イ ン ／ ド レ イ ン 電 極 ３ ６ ／ ３ ７ と の 重 複 領 域 の 領 域 が 減 少 さ れ る
こ と で 、 Ｃ Ｇ Ｄ が 減 少 し 、 画 面 の ち ら つ き が 抑 制 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 注 意 す べ き は 、 ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ の 第 １ 幅 部 分 が 、 ド レ イ ン ラ イ ン ３ ６ と 重 な る
だ け で な く 、 ソ ー ス ラ イ ン ３ ４ に 向 け て 延 伸 さ れ る こ と も で き る こ と が 必 要 点 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ の 比 較 的 狭 い 幅 の 第 １ 幅 部 分 は 、 第 １ 幅 部 分 の 両 側 の 周 囲 に 自
由 空 間 （ フ リ ー ス ペ ー ス ） を 提 供 す る 。 よ っ て 、 本 発 明 の も う １ つ の 実 施 例 で は 、 ド レ イ
ン ラ イ ン ３ ６ は 、 第 １ 幅 部 分 の 一 の サ イ ド に 形 成 さ れ 、 活 性 層 ３ ３ と ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ の
重 複 領 域 の 上 方 に 位 置 さ れ た 、 若 し く は 重 複 領 域 の 境 界 に 位 置 さ れ た 延 伸 領 域 を 更 に 有 す
る こ と が で き る 。 よ っ て 、 ド レ イ ン ラ イ ン ３ ６ と ソ ー ス ラ イ ン ３ ４ と の 間 の チ ャ ネ ル 領 域
が 増 加 し 、 か つ 伝 導 電 流 が 増 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の も う １ つ の 実 施 例 に 基 づ い た Ｌ Ｃ Ｄ ４ ０ の 平 面 図 で あ る 。 Ｌ Ｃ Ｄ ３ ０
と 異 な る の は 、 ド レ イ ン ラ イ ン ３ ６ ’ が 、 ソ ー ス ラ イ ン ３ ４ の 延 伸 領 域 ３ ５ の 両 側 に そ れ
ぞ れ 形 成 さ れ 、 活 性 層 ３ ３ と ゲ ー ト ラ イ ン ３ １ と の 重 複 領 域 に 位 置 さ れ た ２ つ の 延 伸 領 域
を 更 に 含 む こ と で あ る 。 よ っ て 、 活 性 層 ３ ３ 内 の ソ ー ス 電 極 ３ ５ と ド レ イ ン 電 極 ３ ７ と の
間 に 画 定 さ れ た チ ャ ネ ル 領 域 は 、 チ ャ ネ ル 領 域 ３ ９ 、 ３ ９ １ と 、 及 び ３ ９ ２ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 示 さ れ て い る よ う に 、 図 ３ の チ ャ ネ ル 領 域 ３ ９ に 比 べ 、 Ｌ Ｃ Ｄ ４ ０ は 、 ２ つ の 追 加 の
チ ャ ネ ル 領 域 ３ ９ １ と ３ ９ ２ を 有 す る 。 ま た 、 活 性 層 は 、 ソ ー ス ラ イ ン に 向 け て 延 伸 し 、
上 下 方 向 に 拡 張 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 更 に ２ つ の チ ャ ネ ル 領 域 ３ ９ ４ と ３ ９ ５ と
が 存 在 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 を 例 示 し た が 、 こ れ は 本 発 明 を 限 定 す る も の で は な く 、 本
発 明 の 精 神 及 び 範 囲 を 逸 脱 し な い 限 り に お い て は 、 当 業 者 で あ れ ば 行 い 得 る 少 々 の 変 更 や
修 飾 を 付 加 す る こ と は 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 が 保 護 を 請 求 す る 範 囲 は 、 特 許 請 求 の
範 囲 を 基 準 と す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 従 来 の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｌ Ｃ Ｄ の 輝 度 に 対 す る Ｃ Ｇ Ｄ の 影 響 を 説 明 す る Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ の 画 素 ユ ニ ッ ト の
等 価 回 路 を 表 し て い る 。
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【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 基 づ い た Ｌ Ｃ Ｄ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 例 に 基 づ い た Ｌ Ｃ Ｄ の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ ０ 　 従 来 の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ
３ ０ 、 ４ ０ 　 本 発 明 の Ｔ Ｆ Ｔ － Ｌ Ｃ Ｄ
１ １ 、 ３ １ 　 ゲ ー ト ラ イ ン
１ ２ 、 ３ ２ 　 ゲ ー ト 電 極
１ ３ 、 ３ ３ 　 活 性 層
１ ４ 、 ３ ４ 　 ソ ー ス ラ イ ン
１ ５ 、 ３ ５ 　 ソ ー ス 電 極
１ ６ 、 ３ ６ 　 ド レ イ ン ラ イ ン
１ ７ 、 ３ ７ 　 ド レ イ ン 電 極
１ ８ 、 ３ ８ 　 画 素 電 極
３ ９ 、 ３ ９ １ 、 ３ ９ ２ 、 ３ ９ ４ 、 ３ ９ ５ 　 チ ャ ネ ル 領 域
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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